
サル類保健飼育管理施設

千葉敏郎 ･松林清明

後藤俊二 ･松林伸子1)

サル施設運営費の伸び悩みと,外国産サル輸入状況の

逐年的な悪化は.結局サル施設経常予算外の財源 (主と

して科研費)によるサルの導入を促す結果となっている

ようである｡前年度に較べれば.科研費によるサル購入

は46頭から21説と減っているが.この中にはチンパンジ

ー3頚が含まれているから.アカゲザルに換算すれば,

実質上の購入琉数は大巾に増えこそすれ,決して減少し

たとは習えない苦である｡

料研22によって新たにサルが導入された場合.その検

疫 ･診焔 ･諏餌･ケージの設計等はサル施設によって行

なわれる｡限られた設備と人手によってこれらの業務を

行うとすれば.その稼動甜力には自ずから限界があるか

ら.当然この限界に見合った放大任有頭数を設定しなけ

ればならない｡

以上のような状況と並んで.現有の各班サルを最も効

率的に研兜に供するためには.使用頻度の実損に応じて.

各組矧 こ出通保有疏数を詐定し.しかもその頭数が常に

維持され狩るような兜殖育成計画を定めなければならな

い｡このことは,従来 ｢系統保存｣として保有されてき

たサル狐保有頭数の見直しを意味する｡

これらの作菜にはサル委員会とサル施設が当たり,料

研班による購入分も含めた放大保有琉数を550頭とする

こと.ニホンザル･アカゲザルを除くマカク数を逐次別

はすること.などを中心とする基本方針を決定し.協議

員会で承認された｡

サル保有数の適正規校の辞定と並んで,サル施設運営

における財政的囚班を打関する方法として,サル使用に

ついて受益者負担の制度を設けるべきか香かが論試され

たが.結論を得るには至っていない｡

上に述べたような韮本方針や,論試中の試案が出るに

至った最も大きな原因は.サル施設予算 ･人員の慢性的

なま‡因と.研究用サル入手の困粗である｡これを去返し

て言えば.あまり人手のかからない効率的な光軸コロニ

ーを早急に造って.サルの自給態勢を早く超えなければ,

先き行きは細るばかり.ということである｡

この状況は,昭和52年11月インド政府が行なったアカ

ゲザルの全面的輸出禁止の措置によって,一段と緊迫の

皮を加えろことになった｡これに対する根本的な解決術

としては.究殖コロニーの設置以外にあり得ないことは

召う迄もない｡この構想の具体的プランは.昭和54年度

松井要求として挺出された｡ その実現が強く期待され

1)教務職員

る｡

終りに,かねて懸案の第-放鋼塊の土砂流防工事が年

度当初に完成したこと.熊崎清則技官がFEl和53年1月よ

り2カ月間,オレゴン霊長撰センターその他において研

修を行なったことを付記するや

研 究 概 要

1) ニホンザルの精子形成における季節的変動

千 葉 敏 郎

高崎山･宮島･志賀高原C群について.党殖期･非文

殖期における精子形成を観察し,その季節的変動の概要

を明らかにし得た｡

2) 未熟ニホンザルにおける始原生殖細胞の動頂

千 葉 敏 郎

主として高崎山群の未熟個体について.粍窮内におけ

る始原生殖細胞の形闇と辺動を観察中｡

3) サル穀の精液性状に関する基礎的研究

松 林 Frrf 明

磁気刺激に依る各種サル効の精液採取法の基準を探る

と共に,coagulum の性状および形成損序の分析を行い.

併せて精子表面微細構造の観察を進めている｡

4) 小型サル類の実験動物化に関する研究

松 林 桁 明

一応のまとめとして.マーモセット類の飼育管理およ

び党殖についての基準と実験用動物としての生物学的相

性を実験動物シンポジウムで報告した｡

5) 詔長獄の眼底像にBgすろ基礎的研究

後 藤 俊 二

詔長狭の成長に伴なう眼底の変化を調べるため.特に

乳仔期ニホンザル個体を対象として,単色光および赤外

線投彫法により得られた所見の比較をもとに眼底各部の

発達について経時的観察を行なっている｡

6) 異常眼底像解明の試み

後 藤 俊 二

眼底に病変像を有する例.特に全身疾瓜に伴なう眼底

変化を示した個体についての眼科的な手法を中心とした

臨床観察および組紐検索を行なっている｡
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1) マカカ類の実験動物化および比較内分泌学的研究

千葉敏郎 ･和 秀雄

藤原 徹 ･鳥居陸三

1977年度 (昭和52年度)サル移動状況

入 荷 也顔 失敬 那故

校 料 S

耶3回 ｢実験動物の純化とDE)発｣シンポ
ジウム (1978)

2)小型詔良茄の実験動物化

谷岡功邦 ･松林m明･瓜田形夫

耶25回El本文鹸動物談n･会 (1978)1月

3) マーモセット封における尿巾 FStrOgCnおよび free

ll･OHCSの変動について

安藤昭弘 ･松林桁明

爪22回プ.)マーチス研究会 (1978)

4) ニホンザルの成長過程における眼底観察

後 藤 俊 二

第28回プリマーチス研究会 (1978)

1977年度 (昭和52年度)宋飼育頭数

死 亡 種 名 闇 ㌢

呼肘消打化系代謝系氾尿系秤耗系その他 不吸系 明 コ モ ン ツ パ イ 8 頭

オ オ ガ ラ ゴ 7

ワタポウシタマ リン 26(20)

シルパーマーモセット 10(10)

リ ス ザ ル .6

ヨ ザ ル 5

ノドジロオ マキザ ル I

フ サ オ マ キ ザ ル 3

チユウベイ クモザル l

ミ ド リ ザ ル 2

1 パ タ ス ザ ル 3ア カ ゲ ザ ル 112(24)

ニ ホ ン ザ ル 214(27)

1 タ イ ワ ン ザ ル 23ブ タ オ ザ ル -6

ペ ニ ガ オ ザ ル 12

ボ ン ネ ッ トザ ル 17

カ ニ ク イ ザ ル 13

ア ッ サ ム ザ ル 14
E.p.×C.a. 2

マ ン ト ヒ ヒ 2
シ ロ テ テナガザ ル 2

ア ジ ル テ ナガザ ル 1

チ ン パ ン ジ ー 4(3)

合 計 巨 98(84)

5 5 1 2 1 14 8 総和加数-総は少数-106-
80-26頭 1976咋皮 (昭和51

36

32183 23171 4171181811132 1810152114 11 23 1121 1 11 1

コ モ ン ツ バ イ

オ オ ガ ラ ゴ

ワタポウシタマ リン

シルパーマーモセット

ヨ ザ ル

チュウベイ クモザ ル

ミ ド リ ザ ル

パ ス タ ザ ル

ア カ ゲ ザ ル

ニ ホ ン ザ ル

タ

ブ

ベ ニ ガ オ ザ ル

ボ ン ネ ッ トザ ル

カ ニ ク イ ザ ル

ア ッ サ ム ザ ル

E.p.×C.a.

マ ン ト ヒ ヒ

チ ン パ ン ジ ー

小 計

合 計
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ニホンザル研究林

ニホンザル研究林設置計画については.昨年通り｢ニ
ホンザル野外調査｣として予昇の附されている下北を中

心に.各般祁地での研究活動および準備活動が行なわれ

た｡

まず下北に関しては.とくに項雪期におけるZ群の遊

動に盟点をおき,これまで手をふれることのできなかっ

た荒沢 ･招ケ掛沢方面 (佐井営林署管内)を含めた行動

域がかなり砕実に押えられた｡これにより.この地区の

3つの群れの故習脱の生息域ならびに遊動パターンは,
ほぼ完全に知られたことになる｡

また今年は.昭和54年皮に始まる向う10年間の下北経

営区施業計画の揃成年 (昭和53年度)を迎えようとして

おり.胃森営林局から意見を求められたので,｢下北北
西部山域に生息するニホンザルの現状に基く青森営林局

今後の地業計画に対する意見む｣をまとめて同局に提出

し.サルの保全と森林施業との調和に閑し.研死所の闇

皮と要望点を明らかにした｡

上信越に関しては.これまでの研究の継続として昭和

52年4月,11月,昭和53年3月の3回にわたって,校規JH

･祁仙川 ･瓜野川流域の自然群について.志賀高原野外

細物田と共同で生値調査を行なった｡また,桟沿川流域

の拍生調査を準僻中である｡そのほか.科学研究焚 (ニ

ホンザルの寒冷適応)によって.横沿川流域の志賀C群

を対決として.臨床.形恐.生態.生軌 迫伝,生化学

の分野からの総合調査の計画を進めている｡なおこの地

区に関しては.昭和53年度以降,下北と同様の予昇措置

が調せられることになり.その準備活動に入っている｡

2JU)の政柄地である木曽と屋久島に関しても,予備的

研兜が航行きれ とくに屋久島におけるものは,純野生

状況下におけるニホンザルの社会ならびに生態学的研究

として.画期的なものになりつつある｡

大 学 院 学 生

昭和52年度における京都大学理学研究科動物学専攻詔

長狭分科の学生,指導教官および研究テーマは次のとお

りである｡

氏名 学年 指導教官 研究テーマ

渡辺邦夫 D3 川村 俊蔵 メンタウェイに生息する

霊長掛 こ関する比較社会

学的研究

菅原和事 D3 河合 雅雄 ヒヒ類の種間関係につい

ての社会学的研究

雫石邦義 D3 川村 俊蔵 霊長規の生態学的研究

松村道- D3 久保田 茄 詔長井の随意退勤の制御

におけるシナプス機梢の

解析

B.S. D3 河合 雅雄 ニホンザルにおける活動

グレワル 様式と行動の社会生態学

∫.プル D3 川村 俊就 沿河原におけるニホンザ

トン ルの社会行動および社会

楢造の分析

十川和博 D2 高橋 樫治 詔長狭の組綴タンパク質

の分解機作の研究

浜田生馬 D2 久保田 読 皮質運動ニューロソの準

備的活動の研兜

丸橋珠樹 Dl 河合 雅雄 ヤクザルの社会生値学的

研究

森山昭彦 Dl 高橋 健治 詔長狭のタンパク分解酵

素の性状の研究

伊藤真一 M2 久保田 虫 注意発現の神経機梢の研

究

川本 芳 M2 野沢 謙 退伝的変異よりみたE2良

獄の系統に関する研究

小島哲也 M2 室伏 靖子 ニホンザルの個体認知行

動の実験的分析

松本 共 M2 江原 昭幸 惑長期の顎･改面頭蓋の

形態学的研究

川合恭子 Ml 近藤 四郎 霊長塀足骨に関する形博

学的研究

船橋新太郎Ml 久保田 哉 スキルネルの神経栂梢の

研究

藤田和生 Ml 室伏 靖子 ニホンザルの概念学習に

閑すろ実験的研究
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